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令和７年１月２１日発行

１月号

４日（火） ＰＴＡ役員会 ５・６日 見学学習（５年：鹿児島市）
８日（土） 新１年体験入学・入学説明会 １０日（月） なわとび集会（上学年）

１２日（水） なわとび集会（下学年） １２～２５日 仲よし作品展
１９日（水） 学校保健委員会 ２０日（木） ＰＴＡ評議委員会
２０日（木） 川内中央中体験入学等(６年) ２７日（木） 授業参観・学級ＰＴＡ（下学年）
２８日（金） 授業参観・学級ＰＴＡ（上学年）

時間と労力をかけて大切にしたものほど…
校長 新田 賢一

転勤で多くの学校に勤めたことのある一人の本校職員から言われました。
「平佐西小学校はきれいですよね。」
あんなに古い学校なのにきれいなのですか、という声が聞こえてきそうですが、詳しく聞いて

みると、｢平佐西小学校は、これまで勤めた学校に比べて、ごみが落ちていることが少なく、整
然としています。それは、子供たちが掃除時間などに、一生懸命に取り組んでいるからですよね｡｣
ということでした。
校長室にも高学年の子供たちが掃除に来てくれますが、しゃべることなく、黙々と掃除に取り

組んでいます。掃除時間に校内をまわると、低学年から高学年まで同じ光景を多く見掛けま
す。本校の子供たちの誇るべき姿の一つです。

「時間と労力をかけて大切にしたものほど、愛おしい」という言葉があります。
フランスの作家サン＝テグジュペリが著した『星の王子さま』の中には、次のような一文が出

てきます。
「あんたが、あんたのバラの花をとても大切に思っているのはね、そのバラの花のために、ひ

まつぶしした（思いを込めて世話をした※）からだよ。」 （※…新田補記）

額に汗して掃除をがんばれば、その分だけ学校を大切に思う気持ちが
育つように思います。外国では、学校の掃除を、雇われた大人が行う国が
あると聞きますが、「掃除時間」は日本の教育のよさだと考えています。
（余談になりますが、「時間と労力をかけて大切にしたものほど、愛おしい」という言葉は、いろいろ

なことに当てはまる気がします。「子育て」「栽培」「飼育」「家族」等々、、、重みのある言葉です｡）

令和６年度最後の学期が始まりました。学期の中で一番短い学期ですが、１年のまとめに
当たる大切な学期です。
学校では、掃除を始め、教師と子供が一緒に活動する「師弟同行」を心がけます。
３学期も保護者、地域の皆様の御理解と御協力をよろしくお願いいたします。



標題は16世紀の劇作家シェークスピアの戯曲「終わりよければすべてよし」

という意味のタイトルです。思ったようにいくことばかりではないかもしれ

ませんが、それは大切な成長の糧として捉え、気持ちよく１年間を締めくく

れるようにと願っています。

８日（水）の始業式、今回は１年生と３年生が体育館に集まり、他の学級はリモート方式で行い

ました。代表の１年生児童は冬休みにぬい物をがんばったことを、３年生児童は３学期に手伝いや

タブレットへのローマ字入力をがんばりたいことなどを発表してくれました。

その後の講話では、「西っ子３つの約束（思いやり、あいさつ、はきものそろ

え）」についての話がありました。本校には、立ち止まってのあいさつや門礼が

できる子供たち、下駄箱やトイレではきものを並べることができる子供たちが

多く、「西っ子３つの約束」を大切にしている姿が拡がっています。

式の後には吹奏楽部や少年団等の表彰式がありました。賞状を誇らしげに受け

取る子供たちを見ながらエールを送りたい気持ちになりました。おめでとうございます！

１月11日（土）の土曜 １月21日（火）は、
授業では、６年生が川内 本校ゆかりの作家、里
中央中学校の１年生と､ 見弴先生の命日である
ふるさと・コミュニケ－ 「大寒忌」です。
ション科で交流活動を行 校内には職員室前に
いました。 大寒忌コーナーが設置

「薩摩川内市の未来について提言しよう」 してあります。担任が
というテーマの下、提言をプレゼンテーショ 子供たちに内容を説明
ンにまとめるために、中学１年生から直接ア する授業の様子も見ら
ドバイスを聞く姿が見られました。 れました。
体育館では、連続な 「慈眼観＝慈しみの

わとびのコツを、一緒 眼で全てを観る」という言葉が､遺徳として子
に跳びながら教えても 供たちの心に宿ることを期待しています。
らいました。教える方
も教わる方も、学ぶこ
とが多い有意義な時間 １月21日（火）～22日（水）の２日間に渡っ
になりました。 て５年生が鹿児島学力・学習状況調査を行いま

す。本年度から調査の名称が変更になり、個人
のタブレットを利用して解答するＣＢＴ方式
（Computer Based Testing)になります。

【 令和６年度ごみ減量児童作品コンクール 】 子供たちは、新しい調査方法に慣れる必要が
ポスタ－の部 最優秀賞 ４年 上田 帆高 あるため、県下全てでタブレットを使って準備
標語の部 優秀賞 ５年 浮田 誠心 テストも行われました。

〃 ５年 山内 悠生 ５年生もほかの学年同様、学
力を高める努力を続けてきてい
ますので、がんばってほしいと
思います。

【 表彰式の一場面 】

【 職員室前の展示 】

【 アドバイスを聞く６年生 】

【 始業式の様子 】

１月16日（木）に市教育委員会の学校訪問がありました。全ての学級で授業を行いました

が、１年生から６年生、特別支援学級の各教室で、タブレットを使用したり､落ち着いて学ん

だりしている姿を見ていただきました。

学級の温かい雰囲気の中で、お互いに教え合い、助け合いながら学習を進める様子も随所

に見られましたが、これは、これからの教育が目指す「協働的な学び」につながる姿です。

訪問に来られた方々からも、子供たちの様子にたくさんのお褒めの言葉をいただきました。

【 楽しそうに跳ぶ児童・生徒たち 】


